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お
月
見
は
特

に
十
五
夜
の
日

に
行
わ
れ
る
。

日
本
で
月
は
神

聖
視
さ
れ
て
き
た
。
お
月
見

の
概
念
が
中
国
か
ら
伝
わ
っ

て
き
た
の
は
貞
観
年
間
（
８

５
９
〜
８
７
７
年
）。
平
安

時
代
の
貴
族
の
間
で
、
瞬
く

間
に
流
行
し
た
。
そ
の
後
、

江
戸
時
代
に
広
く
庶
民
の
間

で
広
が
っ
た
。
十
五
夜
の
こ

ろ
は
稲
の
収
穫
が
始
ま
る
時

期
で
、
こ
の
こ
と
か
ら
十
五

夜
は
秋
の
収
穫
を
喜
び
感
謝

す
る
日
と
さ
れ
て
き
た
。
十

五
夜
の
日
、
月
見
を
し
な
が

ら
団
子
を
お
供
え
す
る
古
く

か
ら
の
習
慣
が
あ
り
、
米
が

無
事
に
収
穫
で
き
た
こ
と
に

感
謝
し
な
が
ら
、
次
の
年
の

豊
作
を
祈
願
し
て
お
供
え
を

し
て
い
た
。

　

日
本
で
の
食
料
自
給
率
は

低
い
。
食
料
自
給
率
37
％
と

い
う
こ
と
は
、
残
り
63
％
を

海
外
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
先
の

戦
争
は
、
餓
死
が
戦
死
者
の

理
由
の
多
く
を
占
め
て
い
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。
今
一
度

月
を
見
あ
げ
、
国
民
の
い
の

ち
、
く
ら
し
を
守
る
の
な

ら
、
軍
事
費
を
上
げ
る
の
で

は
な
く
食
料
自
給
率
を
引
き

上
げ
る
こ
と
を
考
え
る
べ
き

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 

（
Ｙ
）

歯科点数早見表
2023年10月版
同封しています

約４兆円の歯科医療費で実現できること
●初・再診料の医科歯科格差の解消 700億円
●技術料の10％引き上げ 3000億円
●「７：３」に準じた低歯科技工料の改善 1200億円
●自由診療の保険導入 3000億円
●歯科矯正の保険給付 3000億円

「すべての医療機関を守るため診療報酬の
大幅引き上げを求める」会員署名　　　　

要請項目
一 、基本診療料を中心に、診療報酬を大幅に
引き上げること
一 、国民の健康を守るため、患者窓口負担を
軽減すること

会員署名ご協力ください（今号同封）

会
員
の
声
を
国
会
へ

小
澤
力
理
事
長
が
訴
え

　

長
年
の
低
医
療
費
政
策
の

下
で
診
療
報
酬
の
マ
イ
ナ
ス

改
定
が
繰
り
返
さ
れ
、
歯
科

医
療
現
場
は
疲
弊
し
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
さ
ら
に

厳
し
い
状
況
に
晒
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
加
え
て
、
物
価
は

２
０
２
３
年
も
上
昇
し
続
け

て
い
ま
す
。
感
染
症
対
策
等

に
よ
る
経
費
増
、
医
療
材
料

を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る

物
品
コ
ス
ト
の
上
昇
で
、
値

上
が
り
分
を
価
格
転
嫁
で
き

な
い
保
険
医
療
機
関
は
、
非

常
に
厳
し
い
経
営
を
強
い
ら

れ
て
い
る
実
態
が
あ
り
ま

す
。

　2024年診療報酬改定に向けて、協会は診療報酬の大幅

引き上げと、患者窓口負担の軽減を求め、会員署名に取

り組む。期間は11月末まで。会員の協力率50％を目指

し、厚生労働省との交渉や秋の臨時国会での国会議員と

の懇談などで会員の声を紹介するほか、関係省庁に提出

したい。

　小澤力理事長が署名への協力を呼びかける。

　

国
民
皆
保
険
制
度
の
下
、

公
的
医
療
を
提
供
す
る
医
療

機
関
の
経
営
を
守
り
、
国
民

が
安
全
・
安
心
の
医
療
を
受

け
ら
れ
る
体
制
を
維
持
す
る

こ
と
は
国
の
責
務
で
す
。

　

協
会
は
、
初
・
再
診
料
な

ど
の
基
本
診
療
料
を
中
心

に
、
診
療
報
酬
を
大
幅
に
引

き
上
げ
る
こ
と
、
患
者
さ
ん

の
受
診
抑
制
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
窓
口
負
担
を
軽
減
す
る

こ
と
を
求
め
て
会
員
署
名
に

取
り
組
み
ま
す
。
ぜ
ひ
会
員

の
先
生
方
か
ら
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

０
０
億
円
で
あ
る
！
」『
日

本
歯
科
評
論
』
２
０
２
３
年

１
月
号
〜
６
月
号
）。
仮
に

国
民
医
療
費
に
対
す
る
10
％

程
度
の
歯
科
医
療
を
確
保
で

き
て
い
れ
ば
、
現
在
の
歯
科

医
療
費
は
４
・
３
兆
円
と
な

り
ま
す
。
１
兆
円
の
財
源
上

乗
せ
に
よ
り
、
患
者
負
担
の

引
き
下
げ
、
診
療
報
酬
の
大

幅
引
き
上
げ
と
歯
科
医
療
従

事
者
の
処
遇
・
働
き
方
の
改

善
、
保
険
給
付
範
囲
の
拡
大

な
ど
が
可
能
と
な
り
、
国
民

は
よ
り
一
層
の
健
康
を
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

税
収
構
造
の

税
収
構
造
の

ゆ
が
み
を
た
だ
す

ゆ
が
み
を
た
だ
す

　

そ
の
た
め
の
財
源
は
、
金

融
所
得
の
分
離
・
優
遇
を
改

ま
で
低
下
し
ま
し
た
。

４
兆
円
の
歯
科
医

４
兆
円
の
歯
科
医

療
費
を
目
指
し
て

療
費
を
目
指
し
て

　

２
０
１
９
年
以
降
、
歯
科

医
療
費
は
よ
う
や
く
３
兆
円

を
超
え
ま
し
た
が
、
金
パ
ラ

な
ど
の
貴
金
属
高
騰
が
歯
科

医
療
費
に
占
め
る
割
合
が
増

加
し
た
影
響
も
あ
り
ま
す
。

　

国
民
所
得
や
物
価
指
数
な

ど
を
参
考
に
す
れ
ば
、
適
正

な
歯
科
医
療
費
は
４
兆
３
８

０
０
億
円
と
す
る
指
摘
も
あ

り
ま
す
（
中
道
勇
氏
「
歯
科

の
適
正
医
療
費
は
４
兆
３
８

は
全
体
で
21
・
８
兆
円
だ
っ

た
国
民
医
療
費
の
う
ち
、
歯

科
医
療
費
は
２
・
１
兆
円
、

全
体
の
10
％
を
占
め
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
後
２
０
１
９

年
に
は
国
民
医
療
費
が
約
43

兆
円
と
倍
以
上
に
伸
び
て
い

る
も
の
の
、
歯
科
医
療
費
の

占
め
る
割
合
は
６
・
９
％
に

々
な
課
題
の
根
源
に
は
、
国

に
よ
り
長
く
続
け
ら
れ
て
き

た
歯
科
医
療
費
抑
制
政
策
が

あ
り
ま
す
。
１
９
９
１
年
に

歯
科
医
療
費

歯
科
医
療
費

６・
９
％
に
ま
で
低
下

６・
９
％
に
ま
で
低
下

　

歯
科
医
療
を
取
り
巻
く
様

　

保
団
連
は
、
６
月
25
日
の
代
議
員
会
で
保
団
連

歯
科
医
療
改
革
提
言
第
３
版
「
歯
科
医
療
費
の
総

枠
拡
大
で
歯
科
医
療
の
発
展
を
」
を
決
定
し
た
。

保
団
連
政
策
部
員
の
戸
井
逸
美
副
理
事
長
が
ポ
イ

ン
ト
を
シ
リ
ー
ズ
で
解
説
、
今
回
が
最
終
回
。

戸
井
逸
美
保
団
連
政
策
部
員
が
解
説

ポイント保団連歯科医療改革提言の ⑦

４
兆
円
の
歯
科
医
療
費
目
指
し
て

今
号
に
保
団
連
歯
科
医
療　

改
革
提
言
同
封
し
て
い
ま
す

め
総
合
課
税
に
し
、
所
得
税

の
最
高
税
率
の
引
き
上
げ
、

法
人
税
率
の
引
き
上
げ
と
、

行
き
過
ぎ
た
大
企
業
優
遇
税

制
を
廃
止
す
る
こ
と
、
大
企

業
の
内
部
留
保
に
一
定
の
課

税
等
、
大
企
業
・
高
額
所
得

者
に
応
分
の
税
負
担
を
求

め
、
税
収
構
造
の
ゆ
が
み
を

正
す
こ
と
で
確
保
す
べ
き
で

す
。

　

消
費
税
は
、
政
府
の
説
明

で
は
『
福
祉
の
た
め
』
と
言

わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
実
際

は
保
険
料
や
窓
口
負
担
が
引

き
上
げ
ら
れ
社
会
保
障
に
お

け
る
国
民
負
担
は
重
く
な
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
消
費
税

が
重
く
家
計
が
苦
し
く
て
受

診
が
抑
制
さ
れ
れ
ば
福
祉
の

た
め
ど
こ
ろ
か
、
福
祉
を
阻

害
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。 

（
お
わ
り
）

（最終回）

準
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

協
会
は
会
員
の
実
態
と
声
を

掴
み
、
問
題
点
に
対
し
て
は

厚
労
省
、
政
府
に
交
渉
し
て

い
く
。 

（
つ
づ
く
）

あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
医

療
Ｄ
Ｘ
の
名
の
下
に
、
政
府

は
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の

義
務
化
に
続
き
、
オ
ン
ラ
イ

ン
請
求
、
電
子
カ
ル
テ
を
標

か
ら
３
割
無
作
為
抽
出
し
、

１
１
５
７
人
に
郵
送
に
よ
り

依
頼
し
た
。
実
施
期
間
は
２

０
２
３
年
６
月
28
日
〜
７
月

12
日
の
14
日
間
。
回
収
数
は

２
３
９
人
21
％
。

　

診
療
報
酬
の
請
求
方
法
に

つ
い
て
の
設
問
で
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
38
・
９
％
、
Ｃ
Ｄ
請

求
52
・
３
％
、
手
書
き
レ
セ

７
・
１
％
と
な
っ
た
。
年
齢

で
の
ク
ロ
ス
集
計
で
は
30
歳

代
ま
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求

が
Ｃ
Ｄ
請
求
を
上
回
っ
た
。

40
歳
代
以
降
は
、
Ｃ
Ｄ
請
求

が
主
流
で
あ
る
。

　

た
だ
、
現
在
政
府
が
出
し

て
い
る
閉
院
が
近
づ
き
患
者

が
少
な
く
な
っ
て
も
手
書
き

レ
セ
プ
ト
に
戻
せ
な
い
方
針

に
つ
い
て
は
、
ど
の
年
代
で

も
ダ
ブ
ル
ス
コ
ア
以
上
の
圧

倒
的
差
で
反
対
が
上
回
り
、

政
府
方
針
が
非
合
理
的
で
あ

る
と
感
じ
る
会
員
が
多
数
で

　

協
会
は
、
会
員
意
見
調
査

２
０
２
３
を
実
施
し
た
。
調

査
対
象
は
、
２
０
２
３
年
６

月
28
日
現
在
の
大
阪
府
歯
科

保
険
医
協
会
・
開
業
医
会
員

手書きレセに戻せない方針
どの世代でも反対多数

会員意見調査2023 ●①

請求方法について
～30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳～

オンライン 93 38.9% 63.6% 46.5% 49.2% 28.4% 16.7%

CD請求 125 52.3% 31.8% 53.5% 47.6% 54.3% 70.0%

手書きレセ 17 7.1% 0.0% 0.0% 1.6% 16.0% 10.0%

無回答 ４ 1.7% 4.5% 0.0% 1.6% 1.2% 3.3%

閉院が近づき患者が少なくなっても手書きレセプトに戻せない方針
～30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳～

賛成 32 13.4% 18.2% 16.3% 19.0% 9.9% 3.3%

反対 140 58.6% 40.9% 51.2% 52.4% 69.1% 66.7%

わからない 65 27.2% 36.4% 30.2% 28.6% 21.0% 30.0%

無回答 ２ 0.8% 4.5% 2.3% 0.0% 0.0% 0.0%


